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はじめにはじめにはじめにはじめに

『Oracle9i Reports チュートリアル』へようこそ。このマニュアルでは、Oracle9i Reportsの
使用を開始する手順を説明し、Webや紙出力を使用してデータを公開する方法も紹介しま
す。
iii



対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Oracle Reportsを初めて使用するユーザーや、前のバージョンはよく
知っているが、Oracle9i Reportsの新しい主な機能についてもっと詳しく知りたいという
ユーザーを対象にしています。

前提条件前提条件前提条件前提条件
このチュートリアルの例では、Oracle9iデータベースと HTMLテンプレートで提供される
Human Resources（人事管理）のサンプル・スキーマを使用します。Oracle9i Reportsでは、
入力用の SQLが記述されたテキスト・ファイルや、各章で作成する JSPも提供されます。

Oracle Technology Network（http://otn.oracle.com/products/reports）からこれらのファ
イルをダウンロードして、「Getting Started with Oracle9i Reports」をクリックし、インデッ
クスを使用して「Oracle9i Reports Tutorial Sample Files」に移動できます。ファイルは、
d:¥Reports_Tutorialなどのローカル・ディレクトリにコピーすることをお薦めします。

サンプル・スキーマサンプル・スキーマサンプル・スキーマサンプル・スキーマ
このチュートリアルは、サンプル・スキーマの Human Resourcesセクションに含まれる
データに基づいています。このサンプル・スキーマは、Oracle9i データベースで提供されま
す。

Webレポートの表示レポートの表示レポートの表示レポートの表示
Webベースのレポートを作成するには、コンピュータにWebブラウザがインストールされ
ている必要があります。最小限の推奨条件は、次のとおりです。

� Microsoft Internet Explorer 4.x以降

または

� Netscape Communicator 4.x以降

Webソースの表示ソースの表示ソースの表示ソースの表示
Reports Builderで JSPレポートのWebソースを表示できますが、このチュートリアルでは、
テキスト・エディタでWebソースを分析する方法も説明します。メモ帳（Windows NTの
場合）や UltraEditなどのテキスト・エディタを使用してください。
iv



このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルには、次の章があります。

概要概要概要概要
この章では、チュートリアルのシナリオと各章の内容について説明します。

レッスンのための章レッスンのための章レッスンのための章レッスンのための章
これらの章では、レポートの作成手順について説明します。レポート・ウィザード、レポー
ト・ブロックの追加、およびグラフ・ウィザードを使用した手順を示します。これらの機能
についてすでにご存知の場合は、付録 A「クイック・リファレンス・ガイド」をご利用くだ
さい。

出力確認のための章出力確認のための章出力確認のための章出力確認のための章
これらの章では、レッスンのための章で実行したことを確認します。JSPベースのWebレ
ポートの JSPタグやコードについて説明します。
v
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チュートリアルの
1

チュートリアルの概要チュートリアルの概要チュートリアルの概要チュートリアルの概要

このチュートリアルでは、ユーザーがMy Companyという会社の開発者であると想定して
います。たとえば、あるコンテンツを会社のイントラネットに公開し、各支店の人事管理者
がどこからでもそのデータを参照できるようにすることを要請されたとします。この場合、
会社のテンプレート（HTMLファイル）を使用して、データがWeb上で見やすくなるよう
にする必要があります。ただし、人事管理者がレポートを印刷できるようにする必要があり
ます。

このチュートリアルでは、各部門の従業員給与に関して必要な情報を表示する JSP（Java 
Server Pages）を使用して、Webのレポートを作成します。また、人事管理者がデータの概
要を参照できるように、グラフも作成します。チュートリアルの最後では、同じデータ・モ
デルを使用して、用紙レポートを簡単に出力する方法を説明します。

次の図は、チュートリアルの最初の部分の概要を示します。

図図図図 1-1 チュートリアルの概要チュートリアルの概要チュートリアルの概要チュートリアルの概要 : Webレポートの作成レポートの作成レポートの作成レポートの作成
概要 1-1



チュートリアルのシナリオ
1.1 チュートリアルのシナリオチュートリアルのシナリオチュートリアルのシナリオチュートリアルのシナリオ
各章の内容は、次のとおりです。

1. 単純な HTMLが記述されたWebページ（オラクル社から提供）をオープンし、レポー
トのデータ・モデルを作成します。このモデルでは、サンプル・データ・ソースからレ
ポートにデータを取り込みます（第 2章「レポートへのデータの追加」）。このWeb
ページには、My Companyのルック・アンド・フィールのテンプレートが含まれます。

図図図図 1-2 HTML ページへのデータの追加ページへのデータの追加ページへのデータの追加ページへのデータの追加

2. 第 3章「Webレポートのソース・コードの確認」では、作成したレポートを確認して、
第 2章「レポートへのデータの追加」で実行した内容、およびサンプルWebページへ
の追加内容を分析し、サンプルWebページに対して Reports Builderで行われた内容を
理解します。提供されたサンプルWebページと、作成された JSPベースのWebページ
を比較できます。また、データ・モデルが Reports Bulderでどのように表示され、
XMLではどのように表示されるかを確認できます。

3. 第 4章「Webレポートのレポート・ブロックの作成」では、レポート・ウィザードを使
用して JSPにレポート・ブロックを追加し、単純な JSPベースのWebレポートをWeb
ブラウザに生成します。
1-2 Oracle9i Reports チュートリアル



チュートリアルのシナリオ
図図図図 1-3 JSPベースのベースのベースのベースのWebレポート用のレポート・ブロックの作成レポート用のレポート・ブロックの作成レポート用のレポート・ブロックの作成レポート用のレポート・ブロックの作成

4. 次に、第 5章「レポート・ブロックのソース・コードの確認」では、レポートのWeb
ソースを分析して、レポート・ブロックがどのように JSPベースのWebレポートに挿
入されたかを確認します。ここでも、XMLコードを調べ、ソース・コードがどのよう
に変更されたかを確認できます。

5. 第 6章「Webレポートのグラフの作成」では、グラフ・ウィザードを使用して JSPにグ
ラフを追加し、完全な JSPレポートをWebブラウザに生成します。
チュートリアルの概要 1-3



チュートリアルのシナリオ
図図図図 1-4 JSPベースのベースのベースのベースのWebレポートへのグラフの追加レポートへのグラフの追加レポートへのグラフの追加レポートへのグラフの追加

6. 第 7章「グラフのソース・コードの確認」では、グラフを作成する際に Reports 
DeveloperでWebソースに追加された新しいコードを確認します。

7. 最後に、第 8章「用紙レポートの出力」では、JSPベースのWebレポートで作成したの
と同じデータ・モデルとレイアウトを使用して、用紙レポートを出力します。
1-4 Oracle9i Reports チュートリアル



まとめ
図図図図 1-5 JSPベースのベースのベースのベースのWebレポートのデータ・モデルからの用紙レポートの出力レポートのデータ・モデルからの用紙レポートの出力レポートのデータ・モデルからの用紙レポートの出力レポートのデータ・モデルからの用紙レポートの出力

1.2 まとめまとめまとめまとめ
このチュートリアルの内容について理解したら、第 2章「レポートへのデータの追加」に進
み、データ・ウィザードを使用してレポートのデータ・モデルを作成する方法を学習しま
す。
チュートリアルの概要 1-5
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レポートへのデータの
2

レポートへのデータの追加レポートへのデータの追加レポートへのデータの追加レポートへのデータの追加

予想完了時間予想完了時間予想完了時間予想完了時間 : 15分分分分

会社の人事管理者を対象に、部門内の各従業員の給与情報を表示するWebレポートを作成
する必要があるとします。この場合、会社のロゴやカラーに対応する HTMLページがすで
にあるので、必要な情報を追加するだけです。

この章では、Reports Builderのデータ・ウィザードを使用して、既存の HTMLページに
データを追加する方法を説明します。この章の最後に、Webレポートでデータを使用可能に
するデータ・モデルが作成されます。

図図図図 2-1 HTML ページへのデータの追加ページへのデータの追加ページへのデータの追加ページへのデータの追加
追加 2-1



Webページのオープン
2.1 Webページのオープンページのオープンページのオープンページのオープン
この項では、emprev.htmという名前が付いたWebページ・テンプレート（オラクル社か
ら提供）をオープンする方法を説明します。まず、テンプレートの内容を確認できるよう
に、WebブラウザでこのWebページをオープンします。

Webブラウザでサンプルブラウザでサンプルブラウザでサンプルブラウザでサンプル HTMLページをオープンするにはページをオープンするにはページをオープンするにはページをオープンするには
� Webブラウザ（Netscapeまたは Internet Explorer）で、「ファイル」⇒「開く」を選択

し、emprev.htmという名前のサンプル・ファイル（オラクル社から提供）に移動しま
す。

Reports Builderで既存ので既存ので既存ので既存の HTMLページをオープンするにはページをオープンするにはページをオープンするにはページをオープンするには
1. デスクトップに「Reports Builder」アイコンが用意されている場合は、これをダブルク
リックして、Oracle Reports Builderを起動します。

2. 「ようこそ」ダイアログ・ボックスで、「既存レポートを開く」をクリックし、「OK」を
クリックします。

3. 「開く」ダイアログ・ボックスで、チュートリアル・サンプル・ファイルが格納された
フォルダ（d:¥Reports_Tutorialなど）に移動します。

4. ファイル emprev.htmを検索し、「開く」をクリックします。

オブジェクト・ナビゲータに emprevレポートが表示されます。

注意注意注意注意 : このファイルがない場合、「はじめに」にある「前提条件」を参
照してください。

注意注意注意注意 : UNIXを使用している場合や、このアイコンが表示されていない
場合は、Windowsの「スタート」メニューから Reports Builderを起動す
るか、もしくは Reports Builderがインストールされたディレクトリに移
動し、runbuilder.batを実行します。
2-2 Oracle9i Reports チュートリアル



データ・ウィザードによる、サンプル Webページへのデータの追加
図図図図 2-2 既存の既存の既存の既存の HTMLページが表示されているオブジェクト・ナビゲータページが表示されているオブジェクト・ナビゲータページが表示されているオブジェクト・ナビゲータページが表示されているオブジェクト・ナビゲータ

2.2 データ・ウィザードによる、サンプルデータ・ウィザードによる、サンプルデータ・ウィザードによる、サンプルデータ・ウィザードによる、サンプル Webページへのデーページへのデーページへのデーページへのデー
タの追加タの追加タの追加タの追加

レポートを作成する場合、まず、レポートで使用するデータを選択して、データ・モデルを
構築する必要があります。

この項では、データ・ウィザードを使用して、Webレポート用にデータ・モデルを構築する
方法を説明します。データ・モデルを作成すると、サンプル・スキーマのデータをレポート
で使用できるようになります。

既存の既存の既存の既存の HTMLページにデータを追加するにはページにデータを追加するにはページにデータを追加するにはページにデータを追加するには
1. データ・ウィザードをオープンして、レイアウトを定義し、データ・モデルを追加しま
す。

� オブジェクト・ナビゲータで、「データ・モデル」ノードをダブルクリックします。

� データ・モデル・ビューで、キャンバスを右クリックし、ポップアップ・メニュー
から「データ・ウィザード」を選択します。

2. 「ようこそ」ページが表示される場合は、「次へ」をクリックします。

3. 「問合せ名」ページで、「次へ」をクリックして、デフォルト名を受け入れます。
レポートへのデータの追加 2-3



データ・ウィザードによる、サンプル Webページへのデータの追加
4. 「データ・ソース」ページで、「SQL Query」が選択されていることを確認し、「次へ」
をクリックします。

5. 「データ」ページで、次のいずれかを実行できます。

� テキスト・エディタで tutorial_sql.txtをオープンし、問合せをコピーして、「SQL
文」ボックスに貼り付けます。ステップ 16に進みます。

� Query Builderの使用方法について学習するには、ステップ 6～ 15に進みます。

6. Query Builderを使用するには、「Query Builder」をクリックします。

7. Query Builderで、EMPLOYEES表をダブルクリックします。

8. 再び、EMPLOYEES表をダブルクリックし、「閉じる」をクリックします。

注意注意注意注意 : 「データ・ソース」ページで、他のオプション（Oracle9i、XML、
JDBCなど）も確認します。このページで、レポートに使用するデータ・
ソースをすべて選択できます。トランスポータブル・データ・ソースの使
用方法の詳細は、Reports Builderのオンライン・ヘルプまたは『Oracle9i 
Reports Developer スタート・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : データベースに接続されていない場合、「接続」ダイアログ・
ボックスが表示されます。「接続」ダイアログ・ボックスで、データベー
スのユーザー名とパスワードを入力します。このチュートリアルでは、
Human Resourcesスキーマを使用します。デフォルトのログインを使用し
ている場合、接続文字列 hr/hr@<databasename>を使用できます。

提供されたサンプル・スキーマを含むデータベースの接続情報がわからな
い場合、管理者に連絡してください。
2-4 Oracle9i Reports チュートリアル



データ・ウィザードによる、サンプル Webページへのデータの追加
図図図図 2-3 Query Builderに表示されているに表示されているに表示されているに表示されている EMPLOYEES表表表表

Query Builderでは、EMPLOYEES表が EMPLOYEESと EMPLOYEES A1として表示されま
す。EMPLOYEESのMANAGER IDと EMPLOYEES A1の EMPLOYEE IDのリンクは、
EMPLOYEES表の制約によって自動的に作成されます。

9. EMPLOYEES表で、次のフィールドのチェックボックスを選択します（次の順番どおり
にフィールドを選択する必要があります）。

� EMPLOYEE_ID

� FIRST_NAME

� LAST_NAME

� HIRE_DATE

� JOB_ID

� SALARY

� DEPARTMENT_ID

注意注意注意注意 : 一部の列名は、イタリックで表記されています。イタリック表記
の列名は、主キーまたは外部キーです。
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データ・ウィザードによる、サンプル Webページへのデータの追加
10. EMPLOYEES A1表で、次のフィールドのチェックボックスを選択します。

� EMPLOYEE_ID

� FIRST_NAME

� LAST_NAME

11.「OK」をクリックします。

12.「SQL Query」テキスト・ボックスに、Query Builderで生成した問合せが表示されま
す。その内容は次のようになります。

SELECT ALL EMPLOYEES.EMPLOYEE_ID
  , EMPLOYEES.FIRST_NAME,EMPLOYEES.LAST_NAME
  , EMPLOYEES.HIRE_DATE
  , EMPLOYEES.SALARY
  , EMPLOYEES.JOB_ID
  , EMPLOYEES.DEPARTMENT_ID
  , EMPLOYEES_A1.EMPLOYEE_ID
  , EMPLOYEES_A1.FIRST_NAME, EMPLOYEES_A1.LAST_NAME
FROM EMPLOYEES, EMPLOYEES EMPLOYEES_A1
WHERE (EMPLOYEES.MANAGER_ID = EMPLOYEES_A1.EMPLOYEE_ID)

13. 部門 100の従業員のみに対してデータを取り出すには、AND句を追加します。この場
合、問合せは次のようになります（太字は、新しいコードを示します）。

SELECT ALL EMPLOYEES.EMPLOYEE_ID
  , EMPLOYEES.FIRST_NAME,EMPLOYEES.LAST_NAME
  , EMPLOYEES.HIRE_DATE
  , EMPLOYEES.SALARY
  , EMPLOYEES.JOB_ID
  , EMPLOYEES.DEPARTMENT_ID
  , EMPLOYEES_A1.EMPLOYEE_ID
  , EMPLOYEES_A1.FIRST_NAME, EMPLOYEES_A1.LAST_NAME
FROM EMPLOYEES, EMPLOYEES EMPLOYEES_A1
WHERE (EMPLOYEES.MANAGER_ID = EMPLOYEES_A1.EMPLOYEE_ID)
AND EMPLOYEES.DEPARTMENT_ID=100

14. ここで、従業員の名前の姓を先に表示し、レポートを見やすくします。

EMPLOYEES.FIRST_NAMEおよび EMPLOYEES.LAST_NAMEの各フィールドを、
emp_nameという 1つの別名で連結します。

問合せの 2行目は、次のようになります。

, EMPLOYEES.LAST_NAME ||', '|| EMPLOYEES.FIRST_NAME emp_name
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データ・ウィザードによる、サンプル Webページへのデータの追加
15. EMPLOYEES_A1.FIRST_NAMEおよび EMPLOYEES_A1.LAST_NAMEの各フィールド
を、mgr_nameという 1つの別名で連結します。

問合せの 7行目は、次のようになります。

 , EMPLOYEES_A1.LAST_NAME ||', '|| EMPLOYEES_A1.FIRST_NAME mgr_name

16. 問合せが正しいことを確認します。問合せ全体は、次のようになります。

SELECT ALL EMPLOYEES.EMPLOYEE_ID,
EMPLOYEES.LAST_NAME||','|| EMPLOYEES.FIRST_NAME emp_name, 
EMPLOYEES.HIRE_DATE, EMPLOYEES.JOB_ID, EMPLOYEES.SALARY, 
EMPLOYEES.DEPARTMENT_ID, EMPLOYEES_A1.EMPLOYEE_ID,
EMPLOYEES_A1.LAST_NAME||','|| EMPLOYEES_A1.FIRST_NAME mgr_name
FROM EMPLOYEES, EMPLOYEES EMPLOYEES_A1

WHERE (EMPLOYEES.MANAGER_ID = EMPLOYEES_A1.EMPLOYEE_ID)
AND EMPLOYEES.DEPARTMENT_ID = 100

17.「次へ」をクリックします。

18. 生データが選択されたので、これを部門管理者名ごとのグループに編成します。

「グループ」ページで、左の列の「MGR_NAME」フィールドをクリックし、右矢印を
クリックして、フィールドを「グループ・フィールド」リストに移動し、「次へ」をク
リックします。

19. データの一部を計算します。「合計」ページに、一般的に使用される計算の一部が表示
されます。

「合計」ページで、左の列の「SALARY」をクリックし、「合計」をクリックして、「合
計」リストの「Salary」列の合計を表示します。

20.「終了」をクリックします。

注意注意注意注意 : 問合せが正しいことを確認するには、提供されたサンプル・ファ
イルの tutorial_sql.txtをオープンします。
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データ・ウィザードによる、サンプル Webページへのデータの追加
図図図図 2-4 レポートのデータ・モデル・ビューレポートのデータ・モデル・ビューレポートのデータ・モデル・ビューレポートのデータ・モデル・ビュー

注意注意注意注意 : データ・モデル・ビューの左上の部分には、Reportsレベルのサ
マリーが表示されます。ただし、この図では示されません。
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2.3 JSPファイルでのレポートの保存ファイルでのレポートの保存ファイルでのレポートの保存ファイルでのレポートの保存

JSPでレポートを保存するにはでレポートを保存するにはでレポートを保存するにはでレポートを保存するには
1. オブジェクト・ナビゲータでレポートを選択し、「ファイル」⇒「別名保存」を選択し
ます。

2. 「保存」ダイアログ・ボックスで、レポート名を emprev_<自分のイニシャル >に変更
し、タイプを「レポート JSP (.jsp)」に変更して、「保存」をクリックします。

3. 「ファイル」⇒「閉じる」を選択します。

2.4 まとめまとめまとめまとめ
お疲れ様でした。これでデータ・モデルが作成され、Webページにレポートを組み込むこと
ができます。この章では、次の手順を学習しました。

� Reports Builderで、既存のWebページ（HTMLファイル）をオープンする。

� データ・ウィザードで、レポートのデータを指定する。

� Query Builderで、データを選択する。

� レポートを JavaServer Page（JSP）で保存する。

作業を確認するには、第 3章「Webレポートのソース・コードの確認」に進みます。あるい
は、第 4章「Webレポートのレポート・ブロックの作成」に進み、レポートの作成を継続し
ます。

レポート・ウィザード、列、グループおよびフィールドの使用方法の詳細は、Reports 
Builderのオンライン・ヘルプを参照してください。また、JavaServer Pagesの有用性の詳細
は、『Oracle9i Reports Developer スタート・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 提供されたファイルを上書きしないように、必ず自分のイニシャ
ルを含めてください。これで、レポートが JavaServer Page（JSP）で保存
されます。JSPは、Webへのレポート公開に使用する Reports Builderの
主なテクノロジなので、レポートを JSPで保存すると、このチュートリア
ルの後の章での使用に備えることができます。
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Webレポートのソース・コードの
3

Webレポートのソース・コードの確認レポートのソース・コードの確認レポートのソース・コードの確認レポートのソース・コードの確認

予想完了時間予想完了時間予想完了時間予想完了時間 : 5分分分分

第 2章「レポートへのデータの追加」では、Webページにデータ・モデルを追加しました。
この章では、ウィザードで入力したエントリや作成したデータ・モデル、JSPおよび XML
コードの関連を説明します。

ここでは、Reports Builderで JSPに挿入されたカスタム JSPタグを調べます。このカスタム
JSPタグを使用すると、データ・ウィザードで選択したデータを、JSPベースのWebレポー
トに追加できます。
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Reports Builderでの Webソースの表示
3.1 Reports Builderでのでのでのでの Webソースの表示ソースの表示ソースの表示ソースの表示

Reports BuilderでレポートのでレポートのでレポートのでレポートのWebソースを表示するにはソースを表示するにはソースを表示するにはソースを表示するには
1. Reports Builderで、レポート emprev_<自分のイニシャル >.jsp がオープンしている

ことを確認します。

2. オブジェクト・ナビゲータで、「データ・モデル」ノードをダブルクリックし、このレ
ポートのデータ・モデルを表示します。データ・モデルが次のように表示されます。

図図図図 3-1 HTML レポートのデータ・モデルレポートのデータ・モデルレポートのデータ・モデルレポートのデータ・モデル

3. データ・モデル・ビューで、ツールバーの「Webソース」アイコンをクリックします。

注意注意注意注意 : オブジェクト・ナビゲータのレポート名の下にある「Webソー
ス」アイコンをダブルクリックすることもできます。
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Webソース・ビューにソース・コードが表示されます。このコードをスクロールし、次
の内容を確認します。

� @ taglib行は、rwで始まるすべてのタグのレポート JSPライブラリを参照します。
<%...%>タグは JSP対応タグをマークし、JSPカスタム・タグ・ライブラリを示しま
す。

� 開始の rw:reportタグと、開始および終了の rw:objectsタグを確認します。

� rw:reportタグは、ライブラリ・コールの後に表示されます。レポートでは、すべて
の Reports Developer JSPタグが開始および終了の rw:reportタグの間に表示される必要
があります。終了の rw:reportタグが、使用するデータの前にあると、レポートは空
白になります。

� rw:objectsタグは、Webソースに表示されます。開始および終了タグの間には、テキ
ストがなにも表示されません。ファイル・システムにレポートを保存すると、Reports 
Builderでデータ・モデルや他の要素が XML言語にエンコードされ、これらのタグの間
にデータ・モデルが配置されます。Reports Builderでは、XMLの整合性を維持するた
め、これらのタグ間の XMLコードが表示されません。

3.2 JSPコードの検証コードの検証コードの検証コードの検証
この章を終了し、JSPが正しいことを確認するには、emprev.jspという名前の提供された
ファイルをオープンしてください。このファイルは、作成したチュートリアル・サンプル・
ディレクトリにあります。

3.3 まとめまとめまとめまとめ
お疲れ様でした。これで、第 2章「レポートへのデータの追加」でWebレポートに追加し
たデータの確認が終わりました。Report BuilderのWebソース・ビューでソース・コードを
表示する方法と、次のカスタム JSPタグについて学習しました。

� rw:report

� rw:object

レポート・ブロックを追加し、Webレポートを完成するには、第 4章「Webレポートのレ
ポート・ブロックの作成」に進みます。

Reports JSPタグの詳細は、Reports Builderのオンライン・ヘルプを参照してください。

警告警告警告警告 : XMLやややや JSPの使用に慣れているユーザー以外は、このビューのの使用に慣れているユーザー以外は、このビューのの使用に慣れているユーザー以外は、このビューのの使用に慣れているユーザー以外は、このビューの
タグ（タグ（タグ（タグ（rw:objects）間に何も入力しないでください。）間に何も入力しないでください。）間に何も入力しないでください。）間に何も入力しないでください。
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Webレポートのレポート・ブロックの
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Webレポートのレポート・ブロックの作成レポートのレポート・ブロックの作成レポートのレポート・ブロックの作成レポートのレポート・ブロックの作成

予想完了時間予想完了時間予想完了時間予想完了時間 : 15分分分分

データ・セットを作成したので、レポートにデータをフォーマットし、従業員に関する現在
の情報を社内の管理者に提供します。この場合、レポート・ブロックを作成し、それをレ
ポートに追加できます。このレポート・ブロックは、レポートを実行するたびに、第 1章で
指定した問合せを使ってデータを動的に取り込み、レポートにデータをフォーマットしま
す。

この章の手順では、Webページにレポート・ブロックを追加する方法を説明します。

図図図図 4-1 JSPベースのベースのベースのベースのWebレポート用のレポート・ブロックの作成レポート用のレポート・ブロックの作成レポート用のレポート・ブロックの作成レポート用のレポート・ブロックの作成
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Webページへのレポート・ブロックの追加
4.1 Webページへのレポート・ブロックの追加ページへのレポート・ブロックの追加ページへのレポート・ブロックの追加ページへのレポート・ブロックの追加
第 3章「Webレポートのソース・コードの確認」を完了している場合、Reports Builderで
すでにソースをオープンしているはずなので、ステップ 1は省略できます。この項では、レ
ポート・ウィザードを使用して、第 1章で指定したデータをフォーマットし、そのデータを
レポートに動的に取り込む方法を説明します。

レポート・ブロックを追加するにはレポート・ブロックを追加するにはレポート・ブロックを追加するにはレポート・ブロックを追加するには
1. Reports Builderで、レポート（emprev_<自分のイニシャル >.jsp）がオープンして

いることを確認します。

2. オブジェクト・ナビゲータで、emprev_<自分のイニシャル >にあるWebソースをダ
ブルクリックします。

3. Webソース・ビューで、「編集」⇒「検索および置換」を選択して、次のテキストを見
つけ、削除します（同様の文章はテキスト内に 2箇所あり、「置換」を意味します）。

&lt; Replace this text with the report block in Chapter 4 of the tutorial.&gt;

4. カーソルが、テキストを削除した場所にあることを確認し、「挿入」⇒「レポート・ブ
ロック」を選択して、レポート・ウィザードを表示します。

注意注意注意注意 : 第 1章で emprev_<自分のイニシャル >を作成していない場合、
emprev.jspという名前の提供されたWebページをオープンしてくださ
い。

警告警告警告警告 : HTMLの行全体（の行全体（の行全体（の行全体（&ltタグを含む）を削除してください。ソータグを含む）を削除してください。ソータグを含む）を削除してください。ソータグを含む）を削除してください。ソー
ス・コードには、置換するテキストがス・コードには、置換するテキストがス・コードには、置換するテキストがス・コードには、置換するテキストが 2箇所あります。第箇所あります。第箇所あります。第箇所あります。第 4章で記載する章で記載する章で記載する章で記載する
テキストのみを削除してください。この場所にレポート・ブロックを追加テキストのみを削除してください。この場所にレポート・ブロックを追加テキストのみを削除してください。この場所にレポート・ブロックを追加テキストのみを削除してください。この場所にレポート・ブロックを追加
します。します。します。します。
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Webページへのレポート・ブロックの追加
図図図図 4-2 Webソースへのレポート・ブロックの挿入ソースへのレポート・ブロックの挿入ソースへのレポート・ブロックの挿入ソースへのレポート・ブロックの挿入

5. ウィザードの最初のページで、レポートに「My Team's Salaries」というタイトル
を付け、「グループ上」ラジオ・ボタンを選択し、「次へ」をクリックします。

6. データをフォーマットして、従業員名が下の列にリストされるようにします。

「グループ」ページで、「G_EMPLOYEE_ID」をクリックし、「下」をクリックして、
「表示グループ」リストにグループを移動します。
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7. 「次へ」をクリックします。

8. 「フィールド」ページで、「>>」ボタンをクリックして、すべての使用可能フィールドを
「表示フィールド」リストに移動し、「次へ」をクリックします。

9. 「テンプレート」ページで、「事前定義テンプレート」ラジオ・ボタンを選択します。

10.「Beige」テンプレートを選択し、「完了」をクリックします。

レポート・ウィザードでは、フォーマットしたデータがWebページで表示されように、
カスタム JSPタグを含む HTMLが生成されます。

11.「ファイル」⇒「別名保存」を選択します。

12.「保存」ダイアログ・ボックスで、名前を empreva_<自分のイニシャル >.jsp に変更
し、「保存」をクリックします。

13. ツールバーの「Webレイアウトを実行」アイコンをクリックして、Webブラウザでレ
ポートを実行し、表示します。レポートは、次のように表示されます。

注意注意注意注意 : 2.2項「データ・ウィザードによる、サンプルWebページへの
データの追加」に記載された正しい順番でフィールドを選択しないと、こ
のグループが表示されないことがあります。この場合、tutorial_sql.txtか
ら「SQL Query」ボックスに SQLテキストをコピーします。
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Webページへのレポート・ブロックの追加
図図図図 4-3 レポート・ブロックを含むレポート・ブロックを含むレポート・ブロックを含むレポート・ブロックを含む JSP ベースのベースのベースのベースのWebレポートレポートレポートレポート

注意注意注意注意 : Reports Builderで JSPをオープンして、Webに対して実行して
も、提供された empreva.jspファイルを実行できます。
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まとめ
4.2 まとめまとめまとめまとめ
お疲れ様でした。これで、Webレポートにレポート・ブロックが追加されました。この章で
は、次の手順を学習しました。

� レポート・ブロックの作成

� JSPベースのWebレポートの HTMLページへのレポート・ブロックの追加

結果を確認するには、第 5章「レポート・ブロックのソース・コードの確認」に進みます。
あるいは、第 6章「Webレポートのグラフの作成」に進み、レポートにグラフを追加しま
す。
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レポート・ブロックのソース・コードの
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レポート・ブロックのソース・コードの確認レポート・ブロックのソース・コードの確認レポート・ブロックのソース・コードの確認レポート・ブロックのソース・コードの確認

予想完了時間予想完了時間予想完了時間予想完了時間 : 5分分分分

第 4章「Webレポートのレポート・ブロックの作成」では、JSPベースのWebレポートに
レポート・ブロックを追加しました。この章では、レポート・ブロックに追加するソース・
コードについて説明します。
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Reports Builderでの Webソースの表示
5.1 Reports Builderでのでのでのでの Webソースの表示ソースの表示ソースの表示ソースの表示

Webソースを表示するにはソースを表示するにはソースを表示するにはソースを表示するには
� オブジェクト・ナビゲータの「Webソース」ノードをダブルクリックして、第 4章
「Webレポートのレポート・ブロックの作成」で作成したレポート empreva_<自分の
イニシャル >.jspのWebソースをオープンします。

5.1.1 ヘッダー・タグとボディの確認ヘッダー・タグとボディの確認ヘッダー・タグとボディの確認ヘッダー・タグとボディの確認
1. Webソース・ビューで、<!--Header-->行を見つけます。

この HTMLコードはコメント行で、ファイル中のレポート・ヘッダー情報を検索する
ときに役立ちます。

2. 次のような、<th>および <tr>タグを見つけます。

<tr>
   <th class="OraTotalText"> &nbsp; </th>
   <th class="OraTotalText"> &nbsp; </th>
   <th class="OraTotalText"> &nbsp; </th>
   <th class="OraTotalText"> &nbsp; </th>
   <th <rw:headers id="HFSumSALARYPerReport" src...>
   ...
</tr>

5.1.2 rw:foreachタグとボディの確認タグとボディの確認タグとボディの確認タグとボディの確認
rw:foreachタグは、グループ全体でループします。このレイアウトは、指定したグループ
の各インスタンスで繰り返されます。

1. Webソース・ビューで、<rw:foreach>JSPタグ、および次の行を見つけます。

<rw:foreach id="R_G_EMPLOYEE_ID_1" src="G_EMPLOYEE_ID">

ここでは、R_G_EMPLOYEEIDがこのループの一意の識別子で、 G_EMPLOYEE_IDが
ループで繰り返すデータ・モデル・グループです。

2. 次に示すように、終了の </rw:foreach>タグの後には、表を終了する </tbody>タ
グが続きます。

     td <rw:headers id=HFEMPLOYEEID1" src...>
   </tr>
  </rw:foreach>
</tbody>
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まとめ
5.2 JSPコードの検証コードの検証コードの検証コードの検証
この章を終了し、JSPが正しいことを確認するには、empreva.jspという名前の提供され
たファイルをオープンしてください。このファイルは、サンプル・ディレクトリにありま
す。

5.3 まとめまとめまとめまとめ
お疲れ様でした。これで、第 4章「Webレポートのレポート・ブロックの作成」で追加した
レポート・ブロックのソース・コードの確認が終了しました。第 6章「Webレポートのグラ
フの作成」に進み、Webレポートにグラフを追加します。
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Webレポートのグラフの
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Webレポートのグラフの作成レポートのグラフの作成レポートのグラフの作成レポートのグラフの作成

予想完了時間予想完了時間予想完了時間予想完了時間 : 15分分分分

この章では、グラフ・ウィザードを使用してグラフを作成し、管理者が従業員の給与を表示
できるようにする方法や、特定の部門での各従業員の補償率を示す方法を説明します。

グラフ・ウィザードの使用方法をすでにご存知の場合は、クイック・リファレンス・ガイド
として付録 A.3「グラフ・ウィザードのエントリ」を参照してください。

図図図図 6-1 JSPベースのベースのベースのベースのWebレポートへのグラフの追加レポートへのグラフの追加レポートへのグラフの追加レポートへのグラフの追加
作成 6-1



Reports Builderでのレポートのソースのオープン
6.1 Reports Builderでのレポートのソースのオープンでのレポートのソースのオープンでのレポートのソースのオープンでのレポートのソースのオープン

Reports BuilderででででWebソースをオープンするにはソースをオープンするにはソースをオープンするにはソースをオープンするには
1. オブジェクト・ナビゲータで、ファイル empreva_<自分のイニシャル >.jspがオープ
ンしていることを確認します。

2. オブジェクト・ナビゲータで、レポート名の下の「Webソース」アイコンをダブルク
リックして、Webソース・ビューでソース・コードを表示します。

3. Webソース・ビューで、「編集」⇒「検索と置換」をクリックし、次のテキストを見つ
けて削除します。

&lt; Replace this text with the graph in Chapter 6 of the Tutorial.&gt;

6.2 グラフ・ウィザードを使用したグラフの作成グラフ・ウィザードを使用したグラフの作成グラフ・ウィザードを使用したグラフの作成グラフ・ウィザードを使用したグラフの作成
この項では、グラフ・ウィザードを使用して、グラフの JSPコードおよび XMLコードを
WebレポートのWebページに挿入します。手順では、必要なグラフの種類、X軸および Y
軸の定義を選択する方法を説明します。グラフは、2.2項「データ・ウィザードによる、サ
ンプルWebページへのデータの追加」で作成した問合せに基づきます。

グラフ・ウィザードの使用方法をすでにご存知の場合、グラフ・ウィザードのエントリにつ
いては、付録 A「クイック・リファレンス・ガイド」を参照してください。

グラフを作成するにはグラフを作成するにはグラフを作成するにはグラフを作成するには
1. カーソルがテキストを削除した場所にあることを確認し、「挿入」⇒「グラフ」を選択
して、グラフ・ウィザードを表示します。

注意注意注意注意 : JSPベースのWebレポートをまだ作成していない場合、
empreva.jspという名前の提供されたファイルをオープンします。

警告警告警告警告 : HTMLの行全体（の行全体（の行全体（の行全体（&タグを含む）を削除してください。この場所タグを含む）を削除してください。この場所タグを含む）を削除してください。この場所タグを含む）を削除してください。この場所
に、グラフのに、グラフのに、グラフのに、グラフの XMLタグおよびタグおよびタグおよびタグおよび JSPタグを追加します。タグを追加します。タグを追加します。タグを追加します。
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グラフ・ウィザードを使用したグラフの作成
図図図図 6-2 Webソースへのグラフの挿入ソースへのグラフの挿入ソースへのグラフの挿入ソースへのグラフの挿入

2. グラフ・ウィザードの最初のページで、様々なグラフ形式を選択できます。単純なレ
ポートとして、棒グラフを選択します。

グラフ・ウィザードで、デフォルトのグラフ・タイプ（棒グラフ）が選択されているこ
とを確認し、「次へ」をクリックします。

3. EMPLOYEE_IDを「X軸項目」リストに移動し、「次へ」をクリックします。

4. SALARYを「Y軸データ」リストに移動し、「次へ」をクリックします。

5. 「レイアウト」ページで、EMMPLOYEE_IDを「グループ欄」から「棒」欄にドラッグ
&ドロップし、「次へ」をクリックします。

6. 「グラフ・タイトル」ページで、「タイトルの表示」を選択し、最初のテキスト・ボック
スで「従業員の給料」と入力して、「次へ」をクリックします。

7. 「説明の表示」が選択されていることを確認します。

8. 「位置」リストから、「右」を選択し、「次へ」をクリックします。

9. 「X軸タイトルの表示」フィールドで、「従業員」と入力し、「次へ」をクリックします。
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グラフ・ウィザードを使用したグラフの作成
10.「Y1軸タイトルの表示」フィールドで、「給料」と入力し、「次へ」をクリックします。

11.「「行 1」の色」をクリックし、別のカラーを選択します。

必要に応じて、他の行のカラーも選択します。

12.「終了」をクリックします。

13. ツールバーの「Webレイアウトを実行」アイコンをクリックして、Webブラウザでレ
ポートをプレビューします。

レポートは、次のように表示されます。

注意注意注意注意 : 「X軸タイトルの表示」は、フィールドにテキストを入力すると自
動的に選択されます。
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グラフ・ウィザードを使用したグラフの作成
図図図図 6-3 グラフを含むグラフを含むグラフを含むグラフを含む JSP ベースのベースのベースのベースのWebレポートレポートレポートレポート
Webレポートのグラフの作成 6-5



新しいグラフを含むレポートの保存
6.3 新しいグラフを含むレポートの保存新しいグラフを含むレポートの保存新しいグラフを含むレポートの保存新しいグラフを含むレポートの保存
別のファイル名でレポートを保存すると、チュートリアル用に提供したレポートと結果を比
較できます。これにより、必要に応じて、前の章の結果に戻ることもできます。

1. 「ファイル」⇒「別名保存」を選択します。

2. 「保存」ダイアログ・ボックスで、名前を emprevb_<自分のイニシャル >.jsp に変更
し、「保存」をクリックします。

6.4 まとめまとめまとめまとめ
お疲れ様でした。JSPベースのWebレポートにグラフが追加されました。この章では、次の
手順を学習しました。

� グラフ・ウィザードで、グラフを設計し、Webレポートに追加する。

結果を確認するには、第 7章「グラフのソース・コードの確認」に進みます。
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グラフのソース・コードの
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グラフのソース・コードの確認グラフのソース・コードの確認グラフのソース・コードの確認グラフのソース・コードの確認

予想完了時間予想完了時間予想完了時間予想完了時間 : 5分分分分

第 6章「Webレポートのグラフの作成」では、JSPベースのWebレポートにグラフを追加
しました。この章では、グラフに追加するソース・コードについて説明します。
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Reports Builderでのソースの表示
7.1 Reports Builderでのソースの表示でのソースの表示でのソースの表示でのソースの表示
第 6章「Webレポートのグラフの作成」で作成したレポート emprevb_<自分のイニシャ
ル >.jspのWebソース・ビューをオープンします。

7.2 rw:graphタグの確認タグの確認タグの確認タグの確認
rw:graphタグはグラフ情報を囲み、グラフをデータ・ソースにリンクします。また、この
タグはカテゴリやデータ・フィールドも識別します。

1. Webソース・ビューで、<rw:graph>JSPタグを見つけます。

rw:graph タグ内のコードは XMLです。

2. 次のような "O1"で始まる行を見つけます。

<O1Axis lineWidth="1"/>
<O1MajorTick lineWidth="1"/>
...
これらの行は、X軸に関する属性を定義します。

3. 次のような <SeriesItems>タグを見つけます。

<SeriesItems>
<Series id="0" color="#ff3300"/>
<Series id="1" markerShape="MS_SQUARE"/>
<Series id="2" markerShape="MS_SQUARE"/>
...
</SeriesItems>
このタグは、X軸沿いの値の属性を定義します。

4. ここで、カラー値 FF3300が X軸上にある最初の棒に適用されることがわかります。
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rw:graphタグの確認
図図図図 7-1 X軸上で色分けされているグラフ軸上で色分けされているグラフ軸上で色分けされているグラフ軸上で色分けされているグラフ

5. 次のような <Title>タグを見つけます。

</SeriesItems>
<Title text="Employee by Salary"...>

このタグは、次のように、Webレポートにグラフ・タイトルを追加します。
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まとめ
図図図図 7-2 タイトルがあるグラフタイトルがあるグラフタイトルがあるグラフタイトルがあるグラフ

6. 次のような </rw:graph> JSPタグを見つけます。

</Graph>

-->
</rwgraph>
    <p>&nbsp;</p
...

グラフを作成する XMLは、終了の </rw:graph>JSPタグの前に終了します。

7.3 まとめまとめまとめまとめ
お疲れ様でした。新しいグラフのソース・コードの確認が終了し、『Oracle9i Reports チュー
トリアル』を完了しました。Webレポートの作成、レポート・ブロックやデータの追加、お
よびグラフの作成の詳細は、Reports Builderのオンライン・ヘルプを参照してください。

注意注意注意注意 : グラフ・ウィザードはリエントラントです。そのため、グラフを
変更する場合は、rw:graphタグ間の XMLにカーソルを移動し、「編集」
⇒「選択」を選択できます。グラフ・ウィザードは、第 6章で選択したオ
プションとともに表示されます。
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用紙レポートの
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用紙レポートの出力用紙レポートの出力用紙レポートの出力用紙レポートの出力

予想完了時間予想完了時間予想完了時間予想完了時間 :15分分分分

この章では、作成したばかりのWebレポートを作成する方法を説明します。ここでは、レ
ポート・ウィザードを使用して、第 2章「レポートへのデータの追加」で作成したデータ・
モデルでペーパー・レイアウトを作成します。

レポート・ウィザードの使用方法をすでにご存知の場合は、クイック・リファレンス・ガイ
ドとして、付録 A.4「レポート・ウィザードのエントリ」を参照してください。

図図図図 8-1 JSPベースのベースのベースのベースのWebレポートのデータ・モデルからの用紙レポートの出力レポートのデータ・モデルからの用紙レポートの出力レポートのデータ・モデルからの用紙レポートの出力レポートのデータ・モデルからの用紙レポートの出力
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データ・モデルに基づいた用紙レポートの出力
8.1 データ・モデルに基づいた用紙レポートの出力データ・モデルに基づいた用紙レポートの出力データ・モデルに基づいた用紙レポートの出力データ・モデルに基づいた用紙レポートの出力
この項では、第 2章「レポートへのデータの追加」で作成したデータ・モデルに基づいて、
ペーパー・レイアウトを出力する方法を説明します。

用紙レポートを出力するには用紙レポートを出力するには用紙レポートを出力するには用紙レポートを出力するには : レポート・ウィザードの使用レポート・ウィザードの使用レポート・ウィザードの使用レポート・ウィザードの使用 :
1. オブジェクト・ナビゲータで、第 6章「Webレポートのグラフの作成」で作成したレ
ポート emprevb_<自分のイニシャル >.jspのWebソース・ビューがオープンしてい
ることを確認します。

2. オブジェクト・ナビゲータで、レポート名を右クリックします。

3. ポップアップ・メニューから、「レポート・ウィザード」を選択します。

4. ここでは、用紙レポートを出力するため、ペーパー・レイアウトを選択します。第 3章
ですでに終了しているので、Webレイアウトを選択する必要はありません。

レポート・ウィザードの「レポート・タイプ」ページで、「ペーパー・レイアウトのみ
作成」ラジオ・ボタンを選択します。

5. 「スタイル」ページで、「グループ上」ラジオ・ボタンを選択します。

6. 「データ」タブをクリックします。

第 2章「レポートへのデータの追加」で作成したデータ・モデルが、「SQL Query」テ
キスト・ボックスに表示されます。

7. 「フィールド」ページで、フィールドを選択し、右矢印をクリックして、次のフィール
ドを「表示フィールド」リストに移動します。

� emp_name

� mgr_name

� SumSALARYPerReport1

� SumSALARYPermgr_name1

� SALARY

注意注意注意注意 : 使用していた同一のデータベースに接続し、Human Resourcesス
キーマにアクセスする必要があります。データベースの接続情報がわから
ない場合は、データベース管理者に連絡してください。

注意注意注意注意 : JSPベースのWebレポートを最初に作成しないで、JSPベースの
Webレポートのペーパー・レイアウトの出力方法のみを学習したい場合
は、提供されたファイル emprevb.jspをオープンします。
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データ・モデルに基づいた用紙レポートの出力
8. 「合計」ページの左側のリストで、「SALARY」をクリックし、「合計」をクリックしま
す。

9. 「ラベル」ページのmgr_nameフィールドの「ラベル」フィールドで、「マネージャ名」
と入力します。

10. emp_nameフィールドの「ラベル」フィールドで、「従業員名」と入力します。必要に
応じて、他のラベル名を更新します。

11.「テンプレート」ページで、「Beige」ラジオ・ボタンを選択して、テンプレートを選択
します。

12.「終了」をクリックします。

レポートが、次のようにペーパー・デザイン・ビューに表示されます。
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データ・モデルに基づいた用紙レポートの出力
図図図図 8-2 最終的な用紙レポート最終的な用紙レポート最終的な用紙レポート最終的な用紙レポート

13.「ファイル」⇒「別名保存」を選択します。

14. 名前を emprev_paper_<自分のイニシャル >.rdfに変更し、"rdf"が選択されている
ことを確認します。

15.「保存」をクリックします。
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8.2 まとめまとめまとめまとめ
お疲れ様でした。これで、JSPベースのWebレポートで作成したデータ・モデルに基づい
て、用紙レポートを出力しました。この章では、次の手順を学習しました。

� 既存の JSPベースのWebレポートでレポート・ウィザードをオープンする。

� レポートにペーパー・レイアウトを作成する。

� Webレポートを作成する。

既存のデータ・モデルに基づいた用紙レポートの出力の詳細は、Reports Builderのオンライ
ン・ヘルプを参照してください。
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クイック・リファレンス・ガ
A

クイック・リファレンス・ガイドクイック・リファレンス・ガイドクイック・リファレンス・ガイドクイック・リファレンス・ガイド

この付録には、Reports Builderの各ウィザードで入力するエントリを示す表が記載されてい
ます。これらの表は、クイック・リファレンス・ガイドとして作成され、今後の使用時や、
Oracle Reports Builderの各ウィザードをすでによく理解している場合に利用できます。
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データ・ウィザードのエントリ
A.1 データ・ウィザードのエントリデータ・ウィザードのエントリデータ・ウィザードのエントリデータ・ウィザードのエントリ
次の表は、第 2章「レポートへのデータの追加」でデータ・ウィザードに作成するエントリ
を示します。

A.2 レポート・ブロックのエントリレポート・ブロックのエントリレポート・ブロックのエントリレポート・ブロックのエントリ
次の表は、第 4章「Webレポートのレポート・ブロックの作成」でのレポート・ブロックの
エントリを示します。

表表表表 A-1 データ・ウィザードの入力データ・ウィザードの入力データ・ウィザードの入力データ・ウィザードの入力

データ・ウィザーデータ・ウィザーデータ・ウィザーデータ・ウィザー
ドのページドのページドのページドのページ

フィールドフィールドフィールドフィールド 入力入力入力入力

問合せ 名前 Employee Salaries

データ・ソース SQL Query

データ SQL問合せ文 次のファイルから SQLを貼り付ける。

<サンプル・ファイル >/tutorial_sql.txt

接続 DBAから接続文字列を取得する

グループ グループ・フィールド MGR_NAME

合計 「合計」フィールド Sum（SALARY）

表表表表 A-2 レポート・ブロックのレポート・ウィザードの入力レポート・ブロックのレポート・ウィザードの入力レポート・ブロックのレポート・ウィザードの入力レポート・ブロックのレポート・ウィザードの入力

レポート・ブロッレポート・ブロッレポート・ブロッレポート・ブロッ
ク・ウィザードのク・ウィザードのク・ウィザードのク・ウィザードの
ページページページページ

フィールドフィールドフィールドフィールド 入力入力入力入力

タイトル タイトル Direct Reports by Manager

データ・ソース グループ上 選択

グループ 使用可能グループ G_EMPLOYEE_ID, DOWN

表示フィールド 使用可能フィールド すべてのフィールド（すべてのフィール
ドを「表示」に移動する）

合計 なし

テンプレート 事前定義テンプレート Beige
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グラフ・ウィザードのエントリ
A.3 グラフ・ウィザードのエントリグラフ・ウィザードのエントリグラフ・ウィザードのエントリグラフ・ウィザードのエントリ
次の表は、第 6章「Webレポートのグラフの作成」でグラフ・ウィザードに作成するエント
リを示します。

表表表表 A-3 グラフ・ウィザードの入力グラフ・ウィザードの入力グラフ・ウィザードの入力グラフ・ウィザードの入力

グラフ・ウィザーグラフ・ウィザーグラフ・ウィザーグラフ・ウィザー
ドのページドのページドのページドのページ

フィールドフィールドフィールドフィールド 入力入力入力入力

データ・ソース データ・ソース 縦棒グラフ

位置 位置 レポートの最初

X軸項目 使用可能な列 EMPLOYEE_IDおよびMGR_NAMEを
「X軸項目」に移動する

Y軸データ 使用可能な列 SALARYを「Y軸データ」に移動する

タイトル タイトルの表示 ボックスをチェックし、「Salary 
Comparison」と入力する

凡例 説明の表示 選択解除

X軸 X軸タイトルの表示 ボックスをチェックし、「Employees」
と入力する

Y軸 Y軸タイトルの表示 ボックスをチェックし、「Salaries」と入
力する

凡例オプション 「行 1」の色 別のカラーを選択する
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レポート・ウィザードのエントリ
A.4 レポート・ウィザードのエントリレポート・ウィザードのエントリレポート・ウィザードのエントリレポート・ウィザードのエントリ
次の表は、第 8章「用紙レポートの出力」でのレポート・ウィザードのエントリを示しま
す。

表表表表 A-4 レポート・ブロックのレポート・ウィザードの入力レポート・ブロックのレポート・ウィザードの入力レポート・ブロックのレポート・ウィザードの入力レポート・ブロックのレポート・ウィザードの入力

レポート・ウィレポート・ウィレポート・ウィレポート・ウィ
ザードのページザードのページザードのページザードのページ

フィールドフィールドフィールドフィールド 入力入力入力入力

レイアウト ペーパー・レイアウトのみ作成 選択

データ・ソース グループ上 選択

グループ 使用可能グループ （変更しない）

表示フィールド 使用可能フィールド emp_name

mgr_name

SumSALARYPerReport1

SumSALARYPermgr_name1

SALARY

合計 Salary、Sum

ラベル すべてのラベル ラベルを適切な値に変更する

テンプレート 事前定義テンプレート Beige
A-4 Oracle9i Reports チュートリアル



用語集用語集用語集用語集

HTML（（（（Hypertext Markup Language: ハイパーテキスト・マークアップ言語）ハイパーテキスト・マークアップ言語）ハイパーテキスト・マークアップ言語）ハイパーテキスト・マークアップ言語）

Hypertext Markup Languageの略称。インターネット上のWebサーバーの他のドキュメン
トに対するコンテンツとリンクを指定するのに使用される、タグ・ベースの ASCII言語。エ
ンド・ユーザーは、Webブラウザで HTMLドキュメントを表示し、リンクに従って他のド
キュメントを表示する。

Java

コンピュータ言語。インターネット用のプログラムは、プラットフォーム独自の「アプレッ
ト」の形でサポートする。

JSP（（（（JavaServer Page））））

Webページへの単純なプログラム・インタフェースを可能にするサーブレットの拡張機能。
JSPは、特殊タグを含む HTMLページおよび埋込みの Javaコードで、Webまたはアプリ
ケーション・サーバーで実行され、HTMLページに動的機能を提供する。最初に要求され、
サーバーの JVMで実行されるときに、JSPは、実際にサーブレットにコンパイルされる。

Oracle9i Application Server

Oracle9i Application Server（Oracle9iAS）は、ネットワーク・アプリケーションの利用にお
ける戦略的なプラットフォームである。アプリケーション論理をアプリケーション・サー
バーに移動し、ネットワーク・クライアントを実行することにより、組織は、複雑さの改
善、操作性の向上および開発と実行の簡便性の向上を通して、実質的な利益を得られる。
Oracle9iASは、データベースのWeb配布の簡便化、および従来のクライアント・サーバー
から、ネットワーク・アプリケーション・アーキテクチャへの移行を通じてのレガシーの完
全統合を実現する、ビジネスにおいては非常に重要なプラットフォームである。

Oracle9i Develope Suite

Oracle9i Developer Suite（Oracle9iDS）は、最新の Oracleアプリケーション開発ツールと
ビジネス・インテリジェンス・ツールを単一に組み込んだ、統合製品である。Javaや XML
などのインターネット標準に基づき、この製品は、Oracle9i Application Serverおよび
Oracle9i Database向けのアプリケーション構築に、生産性の高い開発環境を提供する。
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<Oracle_Home>

一部のディレクトリ・ベースのオペレーティング・システムにおける、Oracleのディレクト
リ階層の最上層の別名。Oracle製品のルート・ディレクトリを示す環境変数。

Oracle9iAS Portal

Oracle9iAS Portalは、HTMLベースの開発ツールで、スケーラブルでセキュアかつ拡張可
能な HTMLアプリケーションやWebサイトの構築に使用する。Oracle9iAS Reports 
Servicesでは、Oracle9iAS Portalを使用して、レポート要求、セキュア・サーバー、および
レポート出力の印刷に使用する Oracle9iAS Reports Servicesプリンタに関する情報を格納
し、Web上に公開されたレポートへのエンド・ユーザー・アクセスを制御する。

Oracle9iAS Reports Services

Reports Developerアプリケーションのランタイム環境。Oracle9iAS Reports Servicesでは、
レポートを実行、配布および公開して、企業全体で統一されたレポートを作成する。
Reports Servicesを使用してレポートを配布すると、柔軟性の向上、時間短縮および処理容
量の増大につながる。

Oracle9iAS Reports Servlet

JavaベースのWebサーバーと Oracle9iAS Reports Runtime間のインタフェース。これによ
り、Webブラウザからレポートを動的に実行できる。

Oracle9iDS Reports Builder（（（（rwbuilder））））

レポート定義を作成、開発、維持する。

PDF（（（（Portable Document Format: ポータブル・ドキュメント形式）ポータブル・ドキュメント形式）ポータブル・ドキュメント形式）ポータブル・ドキュメント形式）

ドキュメントの作成に使用された元のアプリケーション・ソフトウェア、ハードウェアおよ
びオペレーティング・システムに依存せずにドキュメントを表現する（Adobe Acrobatに固
有の）ファイル形式。PDFファイルは、テキスト、グラフィックおよびイメージのあらゆる
組合せが入ったドキュメントを、デバイスや解像度から独立した形式で表現できる。

PL/SQL

SQL言語に対するOracle専用の拡張。SQLに対しアプリケーションの記述に適するように
プロシージャ型構成体やその他の構成体を追加している。

RDFファイル（ファイル（ファイル（ファイル（RDF file））））

バイナリ形式の単一のレポート定義を含むファイル。.RDFファイルは、レポートの実行と
編集の両方に使用される。

SELECT文（文（文（文（SELECT statement））））

1つ以上の表またはビューから、どの行と列をフェッチするかを指定する SQL文。
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SQL

リレーショナル・データベースにおける情報の格納と検索のための標準インタフェース。
SQLは、Structured Query Language（構造化問合せ言語）の略称。

SQLスクリプト（スクリプト（スクリプト（スクリプト（SQL script））））

データベース管理を素早く簡単に行う SQL文を含むファイル。SQLスクリプトの一部は、
Oracle製品に付属している。

SQLファイル（ファイル（ファイル（ファイル（SQL file））））

テキスト形式（ASCIIや EBCDICなど）で格納された問合せを含むファイル。

SQL文（文（文（文（SQL statement））））

Oracleに対する SQLの指示。SELECT文は、SQL文の一種。

URL（（（（Uniform Resource Locator））））

URIの形式である URLは、インターネット上で有効なリソースの位置を表す簡潔な文字列
表記である。また、これは Oracle9iASへの要求をエンコードするためにクライアントで使
用するテキスト文字列の形式でもある。

Webサーバー（サーバー（サーバー（サーバー（Web server））））

リモートWebブラウザのHTTP要求に応答してWebページを送信する、Webサイトで稼
働しているサーバー・プロセス (HTTPデーモン )。

Webソース・ビュー（ソース・ビュー（ソース・ビュー（ソース・ビュー（Web source view））））

レポートの HTML/JSPソースを表示する。このビューを使用して、レポート・ブロック・
ウィザードやグラフ・ウィザードで、Webページに動的コンテンツを追加できる。経験を積
んだ Java開発者は、このビューで直接Webソースを編集できる。

Webブラウザ（ブラウザ（ブラウザ（ブラウザ（Web browser））））

エンド・ユーザーが（Webサーバーによりサービスされる）コンピュータ上に保管されてい
る HTMLドキュメントおよびプログラムを読むために利用するプログラム。

XML

Extensible Markup Language。SGMLを使用して、データを定義および構築するメタ言語。
Reports Builderは、XML出力をサポートして、Web公開、およびサードパーティーのアプ
リケーションとの電子データ交換を可能にする。また、XMLを使用して、実行時に他のレ
ポート定義とマージすることができるレポート定義を作成することも、別々に実行するレ
ポート定義を作成することもできる。

アイコン（アイコン（アイコン（アイコン（icon））））

ウィンドウやツールのグラフィック表示。
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イメージ（イメージ（イメージ（イメージ（image））））

アプリケーションに格納およびロードできるビットマップ・オブジェクト。クライアント
は、インポートされたイメージを変更できない。

イントラネット（イントラネット（イントラネット（イントラネット（intranet））））

内部的な TCP/IPネットワークで、これに対するアクセスは（ファイアウォールにより）企
業や組織内の人物に制限されている。イントラネットは、

インターネットで提供されるサービスと類似したものを組織内に提供するが、インターネッ
トに接続される必要は必ずしもない。企業内で情報やアプリケーションの配布のため、内部
ネットワーク上に 1つ以上のWebサーバーを設定するのはイントラネットの一般的な例で
ある。

ウィザード（ウィザード（ウィザード（ウィザード（wizards））））

簡単なステップごとのインタフェースを共通の実行タスクで提供する。Reports Builderの
ウィザードは次のとおり。

� レポート・ウィザード : 基本的な用紙レポートやWebレポートを作成するときの手
順を示す。ウィザードの各ページでは、初期レポート作成に使用する情報を入力す
る。

� データ・ウィザード : 多重問合せデータ・モデルの問合せを簡単に定義または変更
できる。

� グラフ・ウィザード : 実際の 3Dグラフなど、各種のチャートやグラフを追加する。
Oracle BI graph beanにより、Reports Builderに実装される。

� レポート・ブロック・ウィザード : スタティック HTMLページにデータを追加でき
る。

ウィンドウ（ウィンドウ（ウィンドウ（ウィンドウ（window））））

アプリケーションが実行される、デスクトップの四角形の領域。各ウィンドウには、アプリ
ケーションと対話できる領域がある。ウィンドウは、オープン、サイズの変更、移動、アイ
コンへの縮小、デスクトップ全体への拡張ができる。

エディタ（エディタ（エディタ（エディタ（editor））））

プログラム単位の作成やアプリケーションの設計など、一連の特定のタスクを実行する作業
領域。
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オブジェクト（オブジェクト（オブジェクト（オブジェクト（object））））

1. レイアウト上に配置できる項目。オブジェクトの例は次のとおり。四角形、線、楕円、円
弧、多角形、折れ線、丸い四角形、手書き、グラフ、テキスト、記号、テキスト・フィール
ド。

2. Oracle8では、オブジェクト・タイプのインスタンス。オブジェクトは、オブジェクト表
内の行であることも、リレーショナル表内の列オブジェクトに含まれる行の一部であること
もある。

構文（構文（構文（構文（syntax））））

コマンド、修飾子およびパラメータが組み合されて有効なコマンド文字列を形成する、規則
的なシステム。

スタイル・シート（スタイル・シート（スタイル・シート（スタイル・シート（style sheet））））

HTMLドキュメントで、より柔軟なフォーマットを提供するHTMLの拡張機能。スタイ
ル・シートを利用する HTMLドキュメントを表示するには、スタイル・シートをサポート
するブラウザで表示する。

ダイアログ・ボックス（ダイアログ・ボックス（ダイアログ・ボックス（ダイアログ・ボックス（dialog box））））

操作を完了するために必要な情報の入力を求める、部分的な画面またはウィンドウ。

チェックボックス（チェックボックス（チェックボックス（チェックボックス（checkbox））））

小さな四角形で表示されるインタフェース要素。ユーザーは、チェックボックスをオンまた
はオフに切り替えることができる。

ツールバー（ツールバー（ツールバー（ツールバー（toolbar））））

製品コマンドを実行するアイコン・ボタンの集合。通常、ウィンドウの一番上に沿って水平
に並んでいるか、横に垂直に並んでいる。

ツール・パレット（ツール・パレット（ツール・パレット（ツール・パレット（tool palette））））

ツールの集合。

データ・ソース（データ・ソース（データ・ソース（データ・ソース（data source））））

問合せで返すデータのソース。たとえば、表、ビュー、シノニム、スナップショット、およ
びビューとして格納される問合せなどのデータベース・オブジェクト。

データベース（データベース（データベース（データベース（database））））

1.  ユニットとして扱われる、1組のディクショナリ表とユーザー表。

2.  （Oracle Express）データを編成、格納および操作するオブジェクトを含む単一のファイ
ル（拡張ファイルが付属する場合もあり）。Expressでは、このようなオブジェクトの例とし
て、変数、ディメンション、式、モデルおよびプログラムがある。
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データ・モデル（データ・モデル（データ・モデル（データ・モデル（data model））））

データベースからどの値をフェッチするか、どの値を計算するか、データをレポート内でど
のように順序付けるかを定義するリレーショナル・モデル。データ・モデルを定義する
Reports Builderオブジェクトは、問合せ、グループ、列、パラメータ、リンクである。

データ・モデル・ビュー（データ・モデル・ビュー（データ・モデル・ビュー（データ・モデル・ビュー（Data Model view））））

レポートのデータを構造的に表示する。このオブジェクトは、レポート出力に表示されない
が、構造体でレイアウト・スタイルが決定され、データ・オブジェクトはレイアウト・オブ
ジェクトに表示される値を提供する。

テンプレート（テンプレート（テンプレート（テンプレート（template））））

列スタイルおよび標準を含む骨格となる定義で、グラフィックを含むこともある。テンプ
レートは、洗練されたルック・アンド・フィールを備えたレポートを簡単かつ短時間で開発
可能にする標準形式を提供する。

問合せ（問合せ（問合せ（問合せ（query））））

データベースの 1つ以上の表またはビューから検索するデータを指定する、SQL SELECT
文。

表（表（表（表（table））））

リレーショナル・データベースまたはサーバーで行と列から構成される 2次元の格子に格納
される、関連する情報の名前付き集合。

表形式（表形式（表形式（表形式（tabular））））

ページの最上部にラベルを表示し、ラベルの下にデータ行を表示するデフォルト・レイアウ
ト。

フィールド（フィールド（フィールド（フィールド（field））））

1. その中でデータの入力、編集および削除が可能なインタフェース要素。

2. 特定の問合せ列のデータがどのように表示されるかを定義するレイアウト・オブジェクト。

ペーパー・デザイン・ビュー（ペーパー・デザイン・ビュー（ペーパー・デザイン・ビュー（ペーパー・デザイン・ビュー（Paper Design view））））

用紙レポートの出力を表示し、ペーパー・レイアウト・ビューをオープンしなくても、間
隔、フィールドのフォーマット、カラー、テキスト編集など、レイアウトで一般的に必要と
される単純な変更の多くを実行可能にする。

ペーパー・レイアウト・ビュー（ペーパー・レイアウト・ビュー（ペーパー・レイアウト・ビュー（ペーパー・レイアウト・ビュー（Paper Layout view））））

用紙レポートのレイアウト・オブジェクトを表示し、レイアウト・オブジェクトを変更でき
るようにする。レイアウト・オブジェクトはすべて、プロパティ・インスペクタを使用して
変更できるプロパティである。レイアウト・オブジェクトの階層は、データ・モデルで決定
される。
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レイアウト（レイアウト（レイアウト（レイアウト（layout））））

オブジェクトの作成、変更、位置付けまたは削除ができるエディタ領域。

列（列（列（列（column））））

1. データの特定のドメインを表す、データベース表内の垂直方向の領域。列には列名
（ENAMEなど）があり、特定のデータ型（CHARなど）を持っている。たとえば、従業員
情報の表で従業員名のすべてが 1つの列を構成するなど。レコード・グループ列は、データ
ベースの列を意味する。

2. 問合せの SELECTリスト内の列のそれぞれの式に対し自動的に作成されるか、集計や式を
実行したりプレースホルダとして稼働するために手動で作成されるデータ・モデル・オブ
ジェクト。
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